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小原さん、今回の企画ですが、実はクリエーターの原

点を探る、という企画なんですね。できたら、小原さんが歩

んでこられた人生のターニング・ポイントなんかをお聞かせ

いただこうと思って、色々勉強してきたんですが……。小原

さんは大学を中退されてインドに行き、そのあとブラブラし

ていた、とプロフィールに書かれていましたが、やはりその

頃になんらかの気づきがあったのですか。

インドに行ったのは事実ですが、ブラブラしていた

だけではありませんよ（笑）。実は、この旅は「全てを捨て
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るために行った旅」だったのです。ここで、「捨てる勇気」

を得たことで、「自分にとっての真の価値」を判断できるよ

うになったと思います。

深いお話のようですね。ぜひ、きっかけをお聞かせ下

さい。

きっかけは……実は“恋愛”なんです（笑）。当時、

ずいぶん長い間、つきあっていた女性がいたのですが、ある

ことがキッカケで彼女に対する、嫉妬や猜疑心がものすごく

強くなってしまった時期があったんですね。今から考えれば、

青臭い話ですが、当時は彼女のことが大好きなのに、そうい

った陰湿な思いをもった自分が嫌で嫌でたまりませんでし

た。そんなとき、親しかったある１人の女性舞踊ダンサーの

言葉が僕を変えたんです。

彼女が放った言葉、それは、

「迷ったら全て捨ててしまえばいい、捨てて初めてそのもの

の価値が分かる」

という衝撃的なものでした。彼女自身が、その場で自分の

イヤリングを投げ捨てるのを見て、これだと確信しました。

でも、全てを捨ててしまった後に、その価値がわかっ

て後悔したらどうするんですか。

彼女は続けて言いましたよ。

「もし後悔したら、もし本当に価値のあるものを捨ててしま

ったと分かれば、拾いに行けばいい」

そして、自分が捨てたイヤリングをとってきた後、最後に

こう締めくくりました。

「でも、拾いに行けないものが二つだけある。それは時間と

命、これは大切にしなさい」

なるほど!!! それで、全く異なる価値観をもとめてイ

ンドまで行かれたんですね。でも皆さんずいぶん心配された

でしょう？

もちろんです。完全に失踪ですから（笑）。でもア

パートは引き払って、退学届も提出していましたから、誘拐

や事故ではない、というのは分かってもらえたみたいです。

半年ほどたって帰国し、親にも連絡を取りました。今、関係

がある全てのものは、この旅で一度捨てたけれどもやっぱり

価値があると思って拾いに行ったものばかりだと思います

よ。ちなみに彼女とはそれきりになってしまいました。少し

ほろ苦い思い出です。

まあ……まとめれば、そういった体験が小原さんを地

域クリエーターとして大きく成長させ、現在の劇場経営、そ

の他のユニークな発想の数々を生み出すもとになったという

ことですね？

いや、実はここでは、まだ劇場経営とかそういうこ

とは考えていなかったんですよ（笑）。



では、小原さんが現在のユニークなアイデアによる企

画や、劇場経営を思い立たれたキッカケはどこにあったので

しょうか。

おそらく、それは、日仏共同プロジェクト「ＭＡＴ

ＯＭＡ」でテクニカルディレクターをしていた時期です。こ

のとき、日本側の代表は途中から僕が務めていましたから、

そこで色々と学んだのだと思いますよ。

やはり、衝撃的な出会いがあったのでしょうね。

そうなんです。この共同プロジェクトは８年間に及

びます。毎日が刺激的であったのは間違いがないのですが、

もっとも刺激的であったのはフランスの有名なテクニカルデ

ィレクター、フィリプスとの競演です。実はあるとき、講演

日程がずれてしまった関係で、異なる場所で同じショーをし

なければならなくなりました。二、三日のズレがあったので、

役者はどうにか移動できるのですが、舞台装置はそうはいき

ません。そこで一方の町では僕が、もう一方の町ではフラン

スのテクニカルディレクターであった彼がプロデュースする

ことになったのです。

まさに、日仏対決ですね!!! 勝てる自身はありました

か？

勝てるとかそういうことは思いませんでしたよ

（笑）。でも、私も日本代表のテクニカルディレクターで日本

でも名前はそこそこ知られ始めていましたから、自信はあり

ました。勝てはしないかもしれないけれども、よい勝負には

なるのではないか…とね。

しかし、結果を見てびっくりしました。まったくの惨敗だ

ったのです。

えー!! 日本とフランスの差はそれほど大きかったの

ですか？

ええ、私を含め、日本人は改良、アレンジは大の得

意です。既にあるものをより早く、より効率よく、より良く

見せる技術には非常に優れています。私も、既にあるものを

最高にアレンジして見せようと考えていました。でもそれは、

創造性とは全く違うんです

うーん、例えば、どのようなことですか。

例えば、一つの照明で議論になりました。彼は私の

照明位置を見て言うのです、『ケイト、この角度よりこの角

度の方がいいよ』と。しかし、そこには屋根があって、照明

はもってこれないはずなのです。それを指摘すると、彼は笑

いながら「屋根をこわして照明を設置すればいいじゃない

か」。衝撃的でした。

簡単に言えば、彼は良い照明をするために全ての可能性を

ゼロベースで考える。対して私は、劇場にある制約を制約の

ままで考えていたわけです。発想の根本が違うわけです。僕

が今まで考えていた創造性は単なるアレンジだった。発想は

もっと自由でいいんだと気づいたんです。

実際に彼の舞台も見ました。屋根をぶちぬき、劇場の脇に
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一つに決めていました。それは、この京都で劇場を持ち、国

際フェスティバルを行えるような町をつくる、例えるならブ

ロードウェイのようにすることです。ＭＡＴＯＭＡを通じて

様々な劇場を回る中で見た京都は、私が日常では感じられな

い魅力を備えた素晴らしい町でした。どうもすでに『ＭＡＴ

ＯＭＡ』での公演中から口にしていたらしいのですが、使い

にくいが個性的で特徴的な劇場を手に入れ運営したい、それ

が僕の目標でした。京都に帰った途端、現在の劇場に出会っ

たこともきっと運命だったのでしょうね。

京都のブロードウェイ化、すごい目標ですね。

確かに目標としては遠いかもしれません。現在では

劇場数も足りないし、劇のクォリティももっと高めなければ

ならない。しかし、多様な人が集まる場からこそ、経済も文

化も発展していきます。そんなまちをこれからも目指してい

くのが僕の夢です。

立つ木に照明がくくりつけられている姿を見た時に感じた圧

倒的な差は今でも覚えています。

つらい体験をされましたね。相当気落ちしたのではな

いでしょうか。

でも、そういった経験ができたからこそ、現在の僕

があるんだと思いますよ。

これは、僕達の夢でもあったんですが、まだこのＭＡＴＯ

ＭＡを立ち上げた初期にスーザン･バージという仲間と「パ

リ市立劇場（同劇場は現代舞踊の殿堂と言われており、通常

の劇団では公演は難しい）に行こう」という壮大な目標を立

てました。もちろん、最初は行けるとは思ってませんでした

よ。でも最後の年であった８年目には、パリ市立劇場で公演

を行うことができるまでに成長し、20世紀の劇団にも選ばれ

ました。これは一つの成果であり、その後の京都での活動の

原点はここにあったのだと思います。

それでは、最後に今後の夢を聞かせてください。

『ＭＡＴＯＭＡ』が終わって帰ってきたときには、


